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やるときはやる！ミラクル高麗　奇跡を起こせ！　子供のよさや取り柄を伸ばす　笑顔あふれる学校

①義務教育学校高麗小中学校開校による一層の整備（教育課程、施設整備等）　　②保護者・地域と一体となった教育活動の充実、新たな活動の創出

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標 年度評価　(令和７年１２月２６日現在)
「学校運営協議会での評価」

を受けて

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
評価
基準

教職員
の割合

保護者
の割合

目標の達成状況
達
成
度

  次年度への課題と改善策

   　・次年度へ継続する課題
  　 ・改善していくための方向性

基礎学力
の定着

6

学習内容が身に付くよう「わかる授業」をしている。 ・｢子供が主体となる授業」へとより
改善され、｢わかる授業｣を一層進
めることができた。
・家庭学習や自主学習の実施が習
慣化するよう、継続的に実施した。

「次年度の課題と改善策」に
係る変更点や追加事項等

（※変更点や追加事項等が
ない場合は空欄）

組織運営
の充実

小中一貫教育の
視点

4

学校教育目標「立志　友愛　創造」を目指した教育活動
を進めている。

・学校教育目標を意識した教育活
動を着実に進められた。
・高麗地区や義務教育学校の特性
を効果的に生かした教育活動がで
きた。 ｘ

課題：
｢ふるさと科｣が実施された。これまでの総合
的な学習の時間・生活科の取組を主に反映
させた年間指導計画としたが、野外活動が多
い学年があるなど全体的なバランスを調整す
る必要がある。
改善方策：
PDCAサイクルの理念で検証し、よりより教育
課程を創り上げる。

・ふるさと科のよさを知り、「こまファン」を増やし
たい。
・行事ごとの生徒、保護者の感想や反省を集約
し、学校運営協議会にも共有してほしい。
・野外活動について、前期課程のバランスは必
要だが後期課程が少なくなるのはやむを得な
い。
・野外活動が多い学年があることも、高麗小中学
校の特色と捉えることができる。

行事ごとの生徒、保護者の感想や反省
を集約し、学校運営協議会にも共有し、
課題の解決や教育活動の向上につな
げる。

5

体育大会や合唱祭など、前期課程（1年生～6年生）と
後期課程（７年生～9年生）が連携した教育活動に取り
組んでいる。

本年度の
重点目標

保護者や
地域との

連携
コミュニティ・スクー

ルの視点

8

学校だより、連絡通信アプリ『LEBER』などを通して、学
校の教育活動を発信している。

・定期的に本校の教育活動を発信
できた。
・保護者や地域、学校運営協議会
と連携し、様々な課題を着実に解
決できた。 ｘ

家庭・地域との連携

課題：
授業づくりに対する教職員の意識改革を
一層進め、更なる授業力向上を図る必要
がある。
改善方策：
研究授業の実施や教材研究のための時
間確保を進める。

・教員の期待（希望）よりも保護者の満
足度が高い。「学力だけが全てじゃない」
という高麗の文化（風習）の影響が大き
いかもしれない。
・わかる授業を推進させるために、次年
度への改善策を進めていることがよい。

7

子供の学習習慣が身に付くような取組に努めている。 ｘ

課題：
メール配信システムによる定期的な情報発信
はできたが、HPを充実させることができな
かった。
改善方策：
他校の取組等を踏まえ、HPのあり方を検証し
ていく。

・LEBERやSNSにより、学校行事や学校応
援団の必要な事柄がわかり、協力者が増え
ていることが素晴らしい。
・HPに必要な情報が足りないと思うことは
あったが、作成、更新を誰が担うかが課題
である。

ＨＰの更新は継続的な進めるが、引き
続き学校だよりやＬＥＢＥＲを効果的に
活用し、情報発信していく。

9

保護者（PTA組織）や地域学校協働本部、学校運営協
議会と協働し、よりよい学校づくりをしている。

社会性・
人間性
の育成

10

あいさつ・ルールやマナーを大切にし、他者と協調、規
律ある態度の育成に務めている。

・全ての教育活動の成果により｢自
分も相手も大切にする｣児童生徒
の育成が進められた。
・体験活動を計画的に取り入れた
活動を実施したことで児童生徒の
社会性や人間性が育成できた。

秩序と規律ある生活態
度の育成

地域の特性を生かした
豊かな心の育成

ｘ

課題：
児童生徒主体の活動としていることで、
様々な成長を遂げている。
改善方策：
義務教育学校の特性を最大限生かせる
よう、より児童生徒の主体的な活動を取り
入れていく。

・伝統的な行事運営を生かした成果を、いままで
同様に期待している。
・チャレンジワークは、社会や地域へのよい窓口
になっている。
・地域の特性を活かした行事を継続して実施でき
ていることは、たくましい高麗っ子を育てている。
・今後も、児童生徒が楽しみを感じられるような
活動を取り入れてほしい。
・挨拶がよくできていて、いい印象である。

11

野菜の栽培・芋煮会・河川清掃・チャレンジワーク等を
通して、郷土を愛する心や社会性、人間性を育成して
いる。

安心安全
な教育環境

12

日々の清掃活動、保護者の協力による環境整備など
を通して、学校を清潔で美しい環境を作っている。

・保護者等の協力により、環境整備
（草刈り・除草作業・花植え作業）が
充実した。
・月一回、安全担当により安全点検
を確実に実施した。また毎日管理
職３人で校内を巡視し、必要な修
繕等を迅速に行った。なお、不定期
で管理職により、防犯点検を実施し
た。

清潔で美しい環境作り

学校事故の未然防止

ｘ

課題：
校庭の環境整備（除草・草刈り等）が大き
な課題である。
改善方策：
定期的な剪定等により、環境を維持して
いく。

・児童生徒数が少ない中の環境整備は大変かと
思う。
・学校環境整備として、地域に発信して学校を綺
麗にする日を設け、地域の力（地域学校協働本
部）を総動員するのもいい。
・施設管理は大変だと思うが、これからも安全な
環境作りをお願いする。
・剪定など環境維持の具体的な案があれば検討
したい。

環境整備については、ＰＴＡや地域学校
協働本部とも課題を共有し、連携をとっ
て対応にあたる。

13

定期的な安全点検、日常の点検から必要に応じて補
修、修理することで安心安全な環境を保っている。

・「目指す学校像」の認知度が上がり、
保護者を含め理解が深まってきた。「目
指す15歳像」との両輪で、学校が子供た
ちにどういった目的で指導しているのか
を保護者が理解することにつながってい
る。
・教職員間の支援体制がスムーズに進
んでいることが、評価割合から見て取れ
る。
・道を歩いていて挨拶の声をかけると、
子供たちから笑顔で大きな声の返事が
返ってくるのはとても嬉しい。

2

めざす15歳像「よく学び　心豊かに　たくましい高麗っ
子」を意識し、教職員が支援体制をつくり子供の教育を
行っている。

3

学校行事や旅行的行事など教育活動全体を通して、
子供一人一人のよさや取り柄を伸ばしている。

1

「子供のよさや取り柄を伸ばす　笑顔あふれる学校」を
ミッションに据え、子供が前向きに取り組めるような支
援をしている。

･本校の目指す学校像が保護者に
も浸透され、教育活動の活性化に
つなげられた。
・めざす１５歳像を意識した、教育
体制を整えたことで子供への指導
に生かせた。
・｢学校の主役は子供｣を前提とした
教育方針が浸透し、児童生徒の主
体性、自尊感情の醸成となった。

ｘ

課題：
高麗小中学校開校により、保護者の興味
関心を多く寄せられた事で一定の評価は
得たと捉えている。次年度は児童生徒自
身が成長や達成感をより実感できる活動
へと発展させていく。
改善方策：
今年度の活動を丁寧に振り返り、次年度
よりよい活動にするよう構築する。

小中一貫教育の充実

わかる授業

学習習慣の確立

教育活動の情報発信

職員も子供も自律する

チーム支援体制

個のよさや取り柄を伸
ばす

学校教育目標の具現化


